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平
成
20
年
度
啓
発
活
動
重
点
目
標

　
「『
世
界
人
権
宣
言
60
周
年
』

　

 

育
て
よ
う 

一
人
ひ
と
り
の 

人
権
意
識 　

 

　

  

−
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

命
を
大
切
に

−

」

の
ほ
か
、
以
下
の
事
項
と
し
ま
す
。

＊
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

＊
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

＊
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

よ
う

＊
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平

等
を
実
現
し
よ
う

＊
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

＊
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を

深
め
よ
う

＊
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

＊
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

＊
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す

る
偏
見
を
な
く
そ
う

＊
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

に
配
慮
し
よ
う

＊
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人

権
侵
害
は
止
め
よ
う

＊
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な

く
そ
う

＊
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を

な
く
そ
う

＊
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
を
な
く
そ
う

＊
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

＊
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

【
問
合
せ
】
福
祉
課
福
祉
推
進
班

　
　
　

 

（
電
話
）
７
５

−

３
６
４
４

１２月４日から１０日までは   人 権 週 間
 

　人権週間とは、昭和２３年 ( １９４８年 ) １２月１０日に国際連合の総会
で、基本的人権及び自由を尊重し確保するために、世界すべての人々とすべて
の国々とが達成すべき共通の基準として、「世界人権宣言」が採択されたその
日を記念して制定された、世界人権デーを最終日とする１週間 ( １２月４日か
ら同月１０日まで ) のことです。
　「人権週間」には、世界人権宣言の意義を訴えるとともに、人権尊重思想の普
及と高揚に努めるため、講演会の開催やポスターの掲示、街頭での啓発活動な
ど人権擁護の考え方を社会に広げていくための活動が全国各地で行われます。

　

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
）
と
は
、「
夫
婦
間
で
ふ
る
わ

れ
る
暴
力
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
、

多
く
の
方
が
ご
存
知
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
Ｄ
Ｖ
は
大
人
の
間
の
こ
と

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

高
校
生
や
大
学
生
な
ど
若
者
の
間
で

も
、
親
密
な
関
係
に
な
る
と
大
人
の
Ｄ

Ｖ
と
同
様
の
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
そ

の
こ
と
を
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」
と
呼
び
ま

す
。

　

自
分
の
考
え
や
価
値
観
を
一
方
的

に
押
し
つ
け
、
身
体
的
・
心
理
的
・

感
情
的
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
暴

力
に
よ
り
「
力
と
支
配
の
関
係
」
を

築
き
、
相
手
を
自
分
の
思
い
ど
お
り

に
し
た
い
と
い
う
欲
求
が
デ
ー
ト
Ｄ

Ｖ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

11
月
13
日
、
山
北
高
校
の
１
年
生

を
対
象
に
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
予
防
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
ン
パ

ワ
メ
ン
ト
か
な
が
わ
の
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
寸
劇
を
見
て
感
じ
た
こ
と
を
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
話
し
合
い
、
ど
う

し
た
ら
Ｄ
Ｖ
を
防
げ
る
か
考
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

寸
劇
を
見
た
後
に
、
付
き
合
っ
て

い
る
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
気
持
ち
と
、

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
女
の
子
の
友

だ
ち
の
気
持
ち
を
想
像
し
て
、
生
徒

が
台
本
を
つ
く
り
、
ス
タ
ッ
フ
が
演

じ
ま
し
た
。

　

結
果
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
異
な
り
、

考
え
方
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
と
い
う
こ

と
を
認
識
し
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
を
起
こ
さ

な
い
た
め
に
は
、
相
手
を
尊
重
す
る

対
等
な
関
係
性
を
学
ぶ
こ
と
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
つ
け
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
予
防

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
し
た



広報やまきた　平成20年12月号　No.646 �広報やまきた　平成20年12月号　No.646�

　

10
月
下
旬
に
、
共
和
、
清
水
、
三
保
地

域
で
水
源
交
流
の
里
自
然
体
験
教
室
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
参
加
し
て
、
子
ど
も
が
す
ご
く
楽

し
ん
で
い
た
か
ら
今
年
も
参
加
し
た
と

い
っ
た
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
ご
家
族
も
多
く

見
受
け
ら
れ
、
横
浜
市
や
川
崎
市
、
東
京

都
品
川
区
な
ど
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
家

族
連
れ
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

少
し
川
の
水
も
冷
た
く
感
じ
ら
れ
る
秋

空
で
も
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
マ
ス
の

つ
か
み
取
り
や
川
遊
び
。

　

ま
た
、
小
刀
や
や
す
り
を
上
手
に
使
っ

て
の
竹
細
工
で
は
、
お
椀
や
お
は
し
、
竹

と
ん
ぼ
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。

　

地
域
で
採
れ
た
野
菜
な
ど
が
た
く
さ
ん

入
っ
た
し
し
鍋
や
、
つ
か
み
取
り
し
た
マ

ス
の
塩
焼
き

な
ど
を
食
べ

て
は
笑
顔
が

こ
ぼ
れ
、
自

然
の
中
で
の

一
日
を
大
い

に
楽
し
み
ま

し
た
。

足柄茶染め体験
どんな模様になるのかな？捕まえました〜♪力作！！マイおはし

思いっきりフゥ〜って
吹くんだよ
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川村小２年　瀬戸 瑞生
『ゴーヤのかんさつきろく』

佳　作

　

神
奈
川
県
及
び
鎌
倉
市
が
主
催

し
た
、
平
成
20
年
度
第
37
回
文
化

財
保
護
ポ
ス
タ
ー
「
わ
た
し
た
ち

の
文
化
財
」
部
門
に
お
い
て
、『「
世

附
の
百
万
遍
念
仏
」
の
二
上
が
り

の
舞
』
を
描
い
た
山
北
中
学
校
３

年
生
の
相
原
俊
介
君
が
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
部
門
に
お
い
て
、
山

北
中
学
校
３
年
生
の
椙
田
幹
伊
さ
ん

（
奈
良
東
大
寺　

木
造
金
剛
力
士
立

像
）
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
財
保
護
ポ
ス
タ
ー
は
県
内
の

中
学
生
を
対
象
に
募
集
し
、
中
学
生

の
文
化
財
へ
の
関
心
を
高
め
る
と
と

も
に
、
県
内
各
地
で
優
秀
作
品
に
よ

る
ポ
ス
タ
ー
展
を
開
催
し
、
広
く
文

化
財
の
大
切
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目

的
と
し
て

い
ま
す
。

　第１部（小学校１・２年生）

「世附の百万遍念仏」の
二上がりの舞 相原俊介くん

　第４部（中学生）

三保中３年　小賀坂 知ひろ
『麻薬を吸う人々　身近なたばこ』

テレビ神奈川賞

　パソコンの部（中学生）
神奈川県議会議長賞

山北中３年　　木村　菜々
『このままでいいの？日本の食料事情』

神奈川県町村統計事務研究会長賞
山北中３年　　鈴木　啓也

『どうする今後のエネルギー』

神奈川新聞社賞
山北中２年　杉本　幸恵

『リサイクルで地球に優しく』

瀬戸瑞生さん 小賀坂知ひろさん

木村菜々さん 鈴木啓也くん
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★
住
民
税
と
所
得
税
の
課
税
主
体
・
対
象
の
違
い

　

住
民
税
は
、
所
得
税
と
同
様
に
所
得
を
基
準
に
課
税
し
ま
す
が
、
住
民
税
と
所
得
税
で
は
課
税
主
体
・

対
象
等
が
次
の
表
の
よ
う
に
異
な
り
ま
す
。

住
民
税
（
地
方
税
）

所
得
税
（
国
税
）

神
奈
川
県
と
町
が
課
税
し
ま
す
。

国
が
課
税
し
ま
す
。

○
平
成
21
年
度
の
住
民
税
に
つ
い
て
、
次
の
方
が
対
象
と

な
り
、
住
民
税
の
申
告
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
平
成
21
年
１
月
１
日
に
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
町
内
に
住
所
が
無
く
て
も
、
町
内
に
別
荘
等
の
家
屋
敷

を
お
持
ち
の
方
は
、
均
等
割
額(
一
定
以
上
の
所
得
が
あ

る
方
に
対
し
、
平
等
に
課
税
さ
れ
る
金
額)

が
か
か
り
ま

す
。

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は
申
告
書
を
提
出
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１
．
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い
る
方

２
．
平
成
20
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得
の
み
の
方

３
．
前
年
中
の
所
得
が
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
の
み
の

方

４
．
前
年
中
の
所
得
が
市
区
町
村
の
条
例
で
定
め
る
金
額

(

※
１)

以
下
の
方

○
平
成
20
年
の
所
得
税
に
つ
い
て
、
次
の
方
は
確
定
申
告

（
※
２
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
一
般
の
方

　

平
成
20
年
中
の
所
得
の
金
額
と
そ
れ
に
対
応
す
る
所
得

税
に
つ
い
て
計
算
し
た
結
果
、
納
め
る
べ
き
所
得
税
額

が
生
じ
る
方

・
給
与
所
得
者

　

多
く
の
方
は
年
末
調
整
（
※
３
）
に
よ
り
納
税
手
続
き

が
完
了
し
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

１
．
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い
方

２
．
そ
の
年
中
に
支
払
い
を
受
け
る
給
与
等
の
金
額
が
２
，

０
０
０
万
円
を
超
え
る
方

３
．
１
か
所
か
ら
給
与
等
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
方
で

給
与
以
外
の
所
得
（
分
離
課
税
を
受
け
る
も
の
等
を

除
く
）
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
方

４
．
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
等
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
方

５
．
同
族
会
社
等
の
法
人
の
役
員
で
、
そ
の
法
人
か
ら
給

与
等
の
ほ
か
に
支
払
い
を
受
け
て
い
る
方

６
．
災
害
減
免
法
に
よ
っ
て
源
泉
徴
収
の
猶
予
な
ど
を
受

け
た
方

７
．
源
泉
徴
収
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
給
与
等
の
支
払

い
を
受
け
る
方

８
．
そ
の
他
、
所
得
税
額
を
計
算
し
て
そ
の
税
額
が
源
泉

徴
収
さ
れ
た
税
額
よ
り
も
多
く
な
る
方

対象者及び確定申告または住民税の申告が必要な方 課税
主体

　皆さんの給与や各種の所得に係る税金のうち、主なものに所得税と住民税があります。
　住民税とは、地方自治の立場から地域社会の費用について住民が能力に応じて負担する税で
あり、大きく『個人の住民税』と『法人の住民税』に分けられます。さらに『個人の住民税』
はお住まいの都道府県に納める都道府県民税と市町村に納める市町村民税に分かれています。
　今回は皆さんに一番身近な『個人の住民税』について所得税と対比して説明します。
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○
前
年
所
得

　

前
年
の
所
得
金
額
に
対
し
て
課
税
し
ま
す
。

　
（
平
成
21
年
度
の
住
民
税
は
平
成
20
年
分
の
所
得
に
対
し

て
課
税
し
ま
す
）

○
現
年
所
得

　

そ
の
年
の
所
得
金
額
に
対
し
て
課
税
し
ま
す
。

　
（
平
成
20
年
の
所
得
税
は
平
成
20
年
分
の
所
得
に
対
し
て

課
税
し
ま
す
）

○
賦
課
課
税
方
式

　

住
民
税
の
申
告
書
、
所
得
税
申
告
書
及
び
給
与
支
払
報
告
書

等
の
資
料
を
基
に
税
額
を
計
算
し
、
課
税
し
ま
す
。

○
申
告
課
税
方
式

　

給
与
等
の
場
合
は
そ
の
支
払
時
に
源
泉
徴
収
金
額
を
計
算
し
、

年
末
調
整
で
過
不
足
額
を
決
定
し
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
場
合
は
、
一
年
間
の
所
得
金
額
の
決
定
に
基
づ

き
ご
自
分
で
計
算
し
ま
す
。

課税(計算)
方式 課税対象所得

★
課
税
対
象
者
で
あ
っ
て
も

住
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い
方

・
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
生
活
扶
助

を
受
け
て
い
る
方

・
障
害
者
、
未
成
年
者
、『
寡か

ふ婦
』
ま
た
は

『
寡か

ふ夫
』(

※
６)

で
、
前
年
の
合
計
所

得
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方

・
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
そ
の
市
町
村

で
定
め
る
金
額(

※
７)

以
下
の
方

※
１  

各
々
の
条
件
に
よ
り
変
動
し
ま
す
。

※
２ 

確
定
申
告
と
は
、
納
税
者
が
自
ら
の
手
で

そ
の
年
一
年
間
の
所
得
の
金
額
と
そ
れ
に

対
応
す
る
所
得
税
の
金
額
を
計
算
し
、
精

算
す
る
こ
と
で
す
。

※
３ 

年
末
調
整
と
は
、
給
与
所
得
者
の
う
ち
、

そ
の
年
の
12
月
の
給
与
に
お
い
て
一
年
間

の
所
得
の
金
額
と
そ
れ
に
対
応
す
る
所
得

税
の
金
額
を
計
算
し
、
精
算
を
す
る
こ
と

で
す
。

※
４ 

１
，
３
０
０
円
の
う
ち
、
３
０
０
円
は
水

源
環
境
税
分

※
５ 

４
・
０
２
５
％
の
う
ち
、
０
・
０
２
５
％
は

水
源
環
境
税
分

※
６ 

『
寡
婦
』
ま
た
は
『
寡
夫
』
と
は
、
夫
・
妻

と
死
別
し
、
も
し
く
は
夫
・
妻
と
離
婚

し
た
後
婚
姻
し
て
い
な
い
方
。
ま
た
は
、

夫
・
妻
の
生
死
の
明
ら
か
で
な
い
方
の
こ

と
で
す
。
た
だ
し
、
所
得
の
上
限
等
の
条

件
が
あ
り
ま
す
。

※
７ 

各
々
の
条
件
に
よ
り
金
額
が
上
下
し
ま

す
。
一
例
と
し
て
、
給
与
所
得
者
の
場
合

で
扶
養
者
が
い
な
い
と
き
は
、
均
等
割
に

つ
い
て
合
計
所
得
が
93
万
円
未
満
、
所
得

割
に
つ
い
て
合
計
所
得
が
１
０
０
万
未
満

で
す
。

次
項
で
は
、
住
民
税
の
申
告
関
係
な
ど
の

情
報
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

課税(決定)
時期

納付(徴収)
方法均等割額・所得割率

平
成
21
年
度
分
は
平
成
21
年
５
月
に
決
定
し
ま
す
。(

課
税
証

明
書
は
６
月
よ
り
新
年
度
の
対
応
で
す)

住
民
税
の
申
告
は
役
場
で
受
け
付
け
ま
す
。（
詳
細
は
次
項
）

○
特
別
徴
収
（
給
与
所
得
者
）

　

平
成
21
年
度
の
住
民
税
は
平
成
21
年
６
月
〜
平
成
22
年
５
月

ま
で
の
給
料
か
ら
毎
月
差
し
引
か
れ
ま
す
。

○
普
通
徴
収
（
給
与
所
得
者
以
外
）

　

平
成
21
年
度
の
住
民
税
は
平
成
21
年
６
・
８
・
10
月
及
び
平
成

22
年
１
月
に
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
納
付
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

○
均
等
割

　

合
計
所
得
金
額
が
一
定
の
金
額
以
上
の
方
に
つ
い
て
、
平
等

に
課
税
さ
れ
る
金
額
で
す
。

　

県
民
税
分　

１
，
３
０
０
円
（
※
４
）

　

町
民
税
分　

３
，
０
０
０
円

　
　

  

計　

 　

４
，
３
０
０
円

○
所
得
割

　

合
計
所
得
金
額
が
一
定
の
金
額
以
上
の
方
に
つ
い
て
、
合
計

所
得
か
ら
控
除
を
差
し
引
い
た
課
税
所
得
金
額
に
以
下
の
率

を
乗
じ
て
計
算
し
ま
す
。

　

県
民
税
分　

４
・
０
２
５
％
（
※
５
）

　

町
民
税
分　

６
％

　
　

  

計 　
　

１
０
・
０
２
５
％

○
均
等
割

　

無
し

○
所
得
割

　

所
得
か
ら
控
除
を
引
い
た
残
り
の
課
税
所
得
に
対
し
５
〜

40
％(

課
税
さ
れ
る
所
得
金
額
に
よ
り
ま
す)

の
率
を
乗
じ

て
計
算
し
ま
す
。

○
源
泉
徴
収

　

給
与
所
得
者
の
場
合
、
毎
月
の
所
得
の
あ
っ
た
と
き
に
差
し

引
か
れ
、
そ
の
後
年
末
調
整
で
過
不
足
を
精
算
し
ま
す
。

○
申
告
納
付

　

確
定
申
告
に
よ
り
、
確
定
し
た
税
額
を
ご
自
分
で
納
付
書
に

よ
り
納
付
し
ま
す
。

給
与
支
払
者
は
毎
月
の
支
払
い
時
。

年
末
調
整
は
今
年
の
12
月
中
。
確
定
申
告
は
平
成
21
年
２
月
16

日
（
月
）
〜 

３
月
16
日
（
月
）（
土
日
除
く
）
に
税
務
署
で
受

け
付
け
ま
す
。



広報やまきた　平成20年12月号　No.646 �広報やまきた　平成20年12月号　No.646�

〜住民税の申告関係〜
☆住民税の申告受付期間
　次の日程により役場で受け付けます。なお、住
民税の申告用紙は役場に用意してあります。
期　間　平成２１年２月１６日(月) 〜
　　　　平成２１年３月１３日(金) (土日除く)
時　間　午前　８：３０ 〜 １１：００
　　　　午後１３：００ 〜 １５：３０

☆申告時の添付資料等について
　次の証書が必要となります。( コピー不可 )
　・給与所得や公的年金等の源泉徴収票
　・私的年金などを受けている場合には支払い金

額の証明書
　・医療費の領収書、社会保険料控除証明書、
　　生命保険料の控除証明

書、地震保険料の控除
証明書及び寄付金の受
領書等支払いの証明で
きる書類

〜合同申告相談会・所得税申告受付〜
☆平成２０年分の所得税・事業税・住民税の合同申告相談
日　時　平成２１年２月５日（木）
　　　　午前　９：３０〜１２：００
　　　　午後１３：００〜１６：００
場　所　中央公民館２階会議室
内　容　所得税･事業税・住民税申告の受付、ま

た、消費税の申告についての相談も併せ
て行います。

☆平成２０年分の所得税の申告受付(町での受付)
期　間　平成２１年２月１６日(月) 〜
　　　　平成２１年３月１３日(金) (土日除く)
時　間　午前　８：３０ 〜 １１：００
　　　　午後１３：００ 〜 １５：３０
場　所　役場庁舎１階、清水支所、三保支所
　　　　※受付人数に限りがあります ( 午前３５

名、午後４０名 )。
　　　　※譲渡所得及び住宅借入金等特別控除適

用者 ( １年目 ) については、小田原税
務署でご相談ください。

【問合せ】　税務課税務班（電話）７５−３６４２
　　　　　小田原税務署（電話）３５−４５１１
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我
が
家
は
、
来
年
主
人
の
両
親
と
の
同

居
を
前
に
、
こ
の
９
月
に
御
殿
場
よ
り
山

北
町
へ
引
越
し
し
て
参
り
ま
し
た
。
２
歳

に
な
っ
た
我
が
家
の
一
人
息
子
『
昊
平
』

は
、
環
境
の
変
化
を
物
と
も
せ
ず
、
毎
日

飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
８
月
に
昊
平
が
誕
生
、「
大

空
・
夏
の
空
」
と
の
“
昊
”
の
字
の
由
来

の
と
お
り
、
元
気
で
活
発
、
天
真
爛
漫
な

息
子
は
、
我
が
家
の
太
陽
そ
の
も
の
で

す
。

　

産
ま
れ
て
間
も
な
い
こ
ろ
は
、
病
気
ば

か
り
で
心
配
は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

大
き
く
な
る
に
つ
れ
体
も
強
く
な
り
、
今

で
は
、
体
を
動
か
す
こ
と
・
お
喋
り
す
る

こ
と
・
い
た
ず
ら
す
る
こ
と
が
大
好
き
な

腕
白
坊
主
で
す
。

　

子
育
て
は
一
喜
一
憂
で
、
褒
め
た
次
の

瞬
間
大
声
で
叱
る
こ
と
も
多
々
。「
子
育

て
っ
て
難
し
い
な
ぁ
・
・
・
」
と
反
省
の

日
々
で
は
あ
り
ま
す
が
、
昊
平
の
何
気
な

い
優
し
い
一
言
、
か
わ
い
い
笑
顔
に
癒
さ

れ
、
こ
の
子
を
授
か
っ
て
知
っ
た
親
と
し

て
の
幸
せ
、
ま
た
昊
平
を
通
し
て
多
く
の

方
に
知
り
合
え
た
こ
と
な
ど
に
感
謝
を
し

て
、
気
持
ち
を
リ
セ
ッ
ト
し
ま
す
。

　

最
近
は
遊
び
上
手
な
パ
パ
と
い
る
時
間

が
一
番
楽
し
い
様
子
で
、
母
と
し
て
は
嫉

妬
し
つ
つ
も
、
仕
事
で
ど
ん
な
に
疲
れ
て

い
て
も
、
と
こ
と
ん
付
き
合
っ
て
く
れ
る

主
人
に
は
頭
が
下
が
り
、
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
一
番
の
友
だ
ち
で
あ
っ
て
欲
し
い

と
願
い
ま
す
。

　

来
春
に
は
第
２
子
の
誕
生
予
定
で
、
昊

平
も
お
兄
さ
ん
に
な
り
ま
す
。
自
分
よ
り

小
さ
い
お
子
さ
ん
に
と
て
も
興
味
が
あ

り
、「
か
わ
い
い
〜
!!
」と
声
を
掛
け
た
り
、

頭
を
な
で
た
り
と
、
優
し
い
お
兄
さ
ん
振

り
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

　

新
し
い
土
地
で
の
子
育
て
は
、
不
安
も

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
両
親
を
は
じ
め
親

類
に
助
け
て
も
ら
い
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
に
は
、
い
つ
も
快

く
相
談
に
の
っ
て
い
た
だ
け
る
の
で
、
と

て
も
心
強
い
で
す
。

　

昊
平
に
と
っ
て
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の
同
居
、
従
兄
妹
た
ち
と

も
よ
り
近
く
な
り
、
我
が
家
の
こ
の
地
で

の
生
活
が
、
よ
り
良
い
も
の
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
弘
子
さ
ん
）
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文
化
祭
俳
句
大
会
作
品

障
子
貼
り
ひ
と
ま
す
開
け
る
猫
の
み
ち　
　
　

和　

田　

恵
美
子

障
子
貼
る
そ
の
内
側
は
我
が
砦　
　
　
　
　
　

中　

山　

妙　

子

思
い
立
つ
日
が
好
日
と
障
子
張
る　
　
　
　
　

池　

田　

良　

子

廃
校
の
噂
な
が
れ
て
赤
と
ん
ぼ　
　
　
　
　
　

武　

尾　

て
る
子

障
子
貼
る
明
日
は
佳
い
こ
と
あ
り
そ
う
な　
　

露　

木　

一　

江

来
客
の
日
の
定
ま
り
て
障
子
貼
る　
　
　
　
　

瀬　

戸　

余
音
子

四
枚
の
障
子
貼
る
の
は
五
年
ご
と　
　
　
　
　

内　

田　

湘　

生

古
き
文
捨
て
る
も
惜
し
き
障
子
貼
る　
　
　
　

柳　

川　

揚　

雨

大
屋
根
の
錆
の
青
さ
や
障
子
貼
る　
　
　
　
　

水　

野　

徳　

江

孫
が
手
を
そ
っ
と
重
ね
て
障
子
貼
る　
　
　
　

尾　

崎　

重　

司

身
を
か
が
め
障
子
貼
る
手
は
自
信
な
げ　
　
　

井　

上　

湖　

柳

腕
白
に
耐
え
て
来
し
桟
の
障
子
貼
る　
　
　
　

松　

下　

峰　

松

障
子
貼
る
父
の
愛
し
た
奥
の
部
屋　
　
　
　
　

尾　

崎　

幸　

子

赤
と
ん
ぼ
一
匙
分
の
離
乳
食　
　
　
　
　
　
　

竹　

下　

由
里
子

赤
と
ん
ぼ
が
ら
く
た
市
の
早
じ
ま
い　
　
　
　

石　

田　

加
津
子

お
地
蔵
さ
ん
頭
の
飾
り
赤
と
ん
ぼ　
　
　
　
　

髙　

橋　

秋　

月

一
連
の
あ
る
け
歩
け
の
赤
と
ん
ぼ　
　
　
　
　

吉　

田　

誠　

次

移
り
ゆ
く
空
に
染
ま
り
し
赤
と
ん
ぼ　
　
　
　

堀　

内　

照　

子

赤
と
ん
ぼ
パ
パ
の
手
が
出
る
坂
上
り　
　
　
　

金　

子　

和　

夫

山
影
を
映
す
湖
面
や
赤
蜻
蛉　
　
　
　
　
　
　

稲　

葉　

末　

江

赤
と
ん
ぼ
露
天
の
指
輪
つ
け
て
み
る　
　
　
　

小　

林　

奈
美
子

宙
に
浮
き
棚
田
守
れ
り
赤
と
ん
ぼ　
　
　
　
　

野　

地　

枡　

生

赤
と
ん
ぼ
高
く
は
と
ば
ず
目
の
高
さ　
　
　
　

田　

代　

竹　

葉

民
族
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
や
赤
と
ん
ぼ　
　
　
　
　
　
　

瀬　

戸　

恵
津
子

眠
る
子
に
つ
い
と
止
ま
り
し
赤
蜻
蛉　
　
　
　

冨　

崎　

一　

好

沙
汰
の
な
き
人
を
追
っ
て
る
赤
と
ん
ぼ　
　
　

増　

沢　

菊　

江

赤
と
ん
ぼ
Ｃ
Ｏ
２
探
知
に
ゆ
く
と
こ
ろ　
　
　

関　
　
　

幸　

子

大
空
に
佇
ん
で
居
る
赤
と
ん
ぼ　
　
　
　
　
　

玉　

置　

雅　

扇

十
月
二
十
六
日
の
文
化
祭
俳
句
大
会
は
、
一
般
参
加
二
名
の
方
を

加
え
和
や
か
に
行
わ
れ
、
右
記
の
よ
う
な
俳
句
に
出
合
い
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山　

妙
子




